
Shareholders Memo

株主の皆様方のご支援に対する感謝の印といたし
まして、毎年２月20日現在の株主名簿に記載された
300株以上保有の株主の皆様方に対し、下記のとお
り株主様ご優待品を進呈いたしております。

株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されて

いなかった株主様には、株主名簿管理人である左記の三井住友信託

銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設しております。

証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀行ではお手続

きができませんので、取引証券会社へご照会ください。

証券会社の口座のご利用がない株主様は、左記電話照会先までご

連絡ください。

300株以上

1,000株以上

1,000円のクオカード

3,000円相当のカタログギフト

2014年1月1日から上場株式等の配当等に係る10％軽減税率（所

得税7％、住民税3％）は廃止され、本来の税率である20％（所得税

15％、住民税5％）となりました。

これにより、2014年1月1日から2037年12月31日までは「復興特別

所得税」を含め20.315％の源泉徴収税率が適用されます。

毎年2月21日から翌年2月20日まで

毎年5月開催

定時株主総会・期末配当金／毎年2月20日

中間配当金　　　　　　 ／毎年8月20日

そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

電子公告により行ないます。 

http://www.palemo.co.jp/

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

〒168-0063　

東京都杉並区和泉二丁目8番4号

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

　  0120-782-031

1,000株未満

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

公 告 方 法

株 主 名 簿 管 理 人 および

特別口座の口座管理機関

株 主 名 簿 管 理 人

事 務 取 扱 場 所

郵 便 物 送 付 先

電 話 照 会 先

※事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
　することができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

上場株式等の配当等に係る10％（所得税7％、住民税3％）

軽減税率の廃止について

株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について

特別口座について

法令に定められたとおり、支払調書には株主様のマイナンバーを記載

し、税務署へ提出いたします。

[主な支払調書]

*配当金に関する支払調書

*単元未満株式の買取請求など株式の譲渡取引に関する支払調書

マイナンバーの利用範囲には株式の税務関係手続きも含まれます。

株主様は、お取引の証券会社等へマイナンバーをお届けください。

株式関係業務におけるマイナンバーの利用

愛知県ファミリー・フレンドリー企業登録

登録年月日

登 録 番 号

平成 20 年

C 0 0 2 4

2月15日

仕事と生活の調和のとれた働き方ができる職場環境づくりに取り組む
愛知県ファミリー・フレンドリー企業として登録いたしました。

第37期  第2四半期報告書
[2021.2.21.～2021.8.20.]

株主優待

証券コード: 2778
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コロナ禍での収益安定化と、
再成長に向けた基盤構築に努めてまいります

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜
り厚く御礼申し上げます。当社グループ第37期第2四半期報
告書をお届けするにあたり、謹んでご挨拶申し上げます。
　この第37期第2四半期連結累計期間におけるわが国経済
は、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の断続
的な発出により、企業収益の悪化や所得環境の回復の遅れ
に加え、繰り返される活動制限に伴い消費マインドが落ち込
むなど、引き続き厳しい環境で推移しました。
　当社グループが属する専門店業界におきましては、新型コ
ロナウイルス感染拡大の想定を超えた長期化を背景に、密を
避ける行動制限から商業施設の回復は遅れました。一方、巣
ごもり消費へと関心が高まる中、Eコマース市場は継続的に
拡大しており、リアル店舗からネット通販へと消費行動も大き
く変化するなど、ニューノーマル時代の本格到来となりました。
　このような環境の中、当社グループにおきましては、コロナ
禍で苦戦が続くアパレル事業の立て直しに最優先で取り組
むとともに、雑貨事業におきましては、300円均一ショップの
新規出店を加速してまいりました。また、新たな客層を取り込
むことを目的としたEC発の新規ブランドをスタートしており、

軌道化に向けた取り組みを強化してまいりました。そしてこの
上半期は、アパレル業態における不採算店舗の利益改善を
図るべく業態変更を進めるとともに、業績回復が困難な店舗
の退店並びに賃料減額交渉を継続するほか、本社、本部人員
の配置転換を実施するなど、黒字化を達成させるべく、あら
ゆるコスト削減に努めてまいりました。
　下半期におきましても、依然厳しい経営環境が続くと考え
られますが、アパレル事業の立て直しと成長事業への投資を
継続するとともに、引き続きお客様と従業員の安全・安心を
最優先に感染症対策に取り組みつつ、早期の業績回復と新
型コロナウイルス感染症収束後の再成長に向け、役員をはじ
め社員一同、専心努力してまいります。また、今後も当社グ
ループにおきましては、引き続き企業の社会的使命を重視す
るとともに、企業統治並びにコンプライアンス体制の強化など、
企業価値の向上にも努めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後におきましても当社グ
ループの事業戦略に、より一層のご理解とご支援を賜ります
よう心よりお願い申し上げます。

　当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高85億97百万円（前年同
期比2.7%増）、営業損失3億11百万円（前年同期は営業損失7億71百
万円）、経常損失3億17百万円（前年同期は経常損失7億66百万円）、親
会社株主に帰属する四半期純損失5億6百万円（前年同期は親会社株
主に帰属する四半期純損失9億53百万円）となりました。
　当第2四半期連結累計期間におきましては、第1四半期の3月下旬に緊
急事態宣言が全面的に解除され、客数の回復が見込まれましたが、4月に
入り感染拡大が深刻な都道府県に再び緊急事態宣言が発出されるなど、
ファッション需要が高まる春休み、ゴールデンウイークには大都市圏の商業
施設が臨時休業となるほか時間短縮営業を余儀なくされました。第2四半
期におきましても、緊急事態宣言の再発出に加え、長梅雨の影響からアパ
レルの業績回復は進まず、8月には全国的な大雨と新規感染者が過去最多
を更新するなど、商業施設の客数に大きな影響をもたらすこととなりました。
　このような環境の中で、特にアパレル事業におきましては、“イエナカ需
要”に対応した商品開発を進めたものの、緊急事態宣言下における外出
着の需要縮小に加え、天候不順によるシーズン商品の売上不振が影響し、
需給バランスの修正が進まず適切な在庫コントロールが難しい状況となり
ました。
　一方、雑貨事業におきましては300円均一ショップ「illusie300（イルー
シーサンマルマル）」の新規出店を継続するとともに、店舗の再生と事業
拡大を目的とした、アパレルブランドから「illusie300」への業態変更を進
めた結果、一定の成果をあげることができました。しかしながら客数減によ
るアパレル事業の苦戦から、全社の既存店売上高前年同期比は期初計
画を下回る110.0％に留まりました。
　利益面におきましては、アパレル事業の業績が低調に推移したものの、
雑貨事業の取り組みが奏功したことにより、売上総利益率は前年同期に
比べ1.5％の改善となりました。また、経費面におきましては、不採算店舗の
退店による固定費削減に努めるほか、個店単位での賃料減額交渉を継続
するなど様々な手を尽くしましたが、営業経費は前年同期比95.9％に留ま
り、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益のいずれ
も改善傾向にあったものの、黒字化を実現するまでには至りませんでした。
　店舗の出退店におきましては、雑貨事業の「illusie300」を新規で9店
舗出店する一方で、新型コロナウイルス感染症の影響により、業績の回復
が困難と判断した10店舗を退店した結果、当第2四半期末店舗数は409
店舗となりました。
　今期はコロナ禍による外出自粛の影響によりアパレル事業が苦戦する
一方で、雑貨事業による“イエナカ消費”関連の商品がコロナ禍のマー
ケットに適応し収益を安定化させることができました。この下半期におきま
しては、アパレル事業の立て直しに注力するとともに、引き続き雑貨事業
への投資を強化し、収束後に予想されるリベンジ消費に向けしっかりと足
場を固める重要な半年であると考えております。

1 当第2四半期連結累計期間の
業績についてお聞かせください

　下半期におきましては、引き続きコロナ禍での業績回復を図るべく、
「営業施策（アパレル事業の立て直し）」、「成長施策（出店戦略、EC販
売強化）」、「コスト削減（更に踏み込んだ経費削減に着手）」の3つの施
策に取り組んでおります。
　「営業施策」につきましては、前期より当社の基幹事業であるアパレル
事業の立て直しに取り組んでおり、レギュラーサイズ業態におきましては、
コロナ禍におけるニューノーマル商品の対応強化に加え、店舗特性に応
じた品揃えの改善に取り組んでおります。また、課題となっているシーズン
在庫コントロールの適正化にも注力し、店頭在庫の鮮度改善に努めてま
いります。また、ラージサイズ業態におきましても、品種別、アイテム別の
バランスを修復し、品揃えの適正化を図るとともに、EC事業（ネット通
販）の販売強化により、収益の拡大を図っております。
　「成長施策」につきましては、アパレル事業における新規出店は抑制し
つつも、催事契約での出店や初期投資を抑えたローコストでの出店を継
続し、収益の安定化を図っております。また300円均一ショップ
「illusie300（イルーシーサンマルマル）」につきましては、今期売上高70
億円体制に向け、引き続き新規出店を進めるとともに、店舗の大型化に
よる売上拡大やネット通販も視野に入れ、物流体制の整備にも取り組ん
でおります。また、EC事業（ネット通販）におきましては、アパレル事業にお
けるEC発の新規ブランド「NOEMIE（ノエミー）」をスタートしております。
10代中頃から20代前半をターゲットとしており、当社の新たな取り組み
として今後の伸びしろを期待できるブランドです。また、主力のラージサイ
ズ業態につきましても、SNSの積極活用により集客の拡大を図るととも
に、コロナ禍における低価格志向に対応したプチプライス商品の品揃え
強化により、ネット通販での売上拡大に努めてまいります。
　「コスト削減」につきましては、上半期に引き続き不採算店舗の退店に
よる固定費削減に努めるとともに、個店単位での賃料減額交渉を継続
するほか、本社、本部人員のスリム化を含め、徹底したコスト削減に努め
てまいります。
　以上、この下半期におきましては、コロナ禍の影響を受けながらも、消
費環境が徐々に改善することを前提に、今期の業績予想につきましては、
売上高184億円（前年同期比0.8％増）、営業利益50百万円（前年同期
は営業損失13億25百万円）、経常利益50百万円（前年同期は経常損
失13億21百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失3億50百万円
（前年同期は親会社株主に帰属する当期純損失18億80百万円）を見
込んでおります。
　また、今後におきましては、消費環境がコロナ禍前に完全に戻ることは
無いことを前提に、新たな環境に順応した新中期経営計画を策定し、ま
ずは業績を回復させ当社グループが永続的安定成長していくための準
備を着実に進めてまいります。

2 コロナ禍での、下半期施策について
お聞かせください

正 し い 経 営

安 定 成 長

ローコスト経営

人 財 経 営
指針
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当社グループは、前期において新型コロナウイルス感染症の影響により、業績の回復
が困難と判断した店舗の退店に加え、少子化の進行や雑貨業態のマーケット変化に
対応するべく、バラエティ雑貨業態を廃止するなど収益の安定化に努めてまいりまし
た。そして今期からは、基幹事業の立て直しに注力するとともに、成長事業への投資を
継続し、新型コロナウイルス感染症収束後の再成長に向け、まずは黒字化を達成させ
るべく全社をあげて各諸施策に取り組んでまいります。

Top InterviewStake Holder
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イルーシーサンマルマル

シ ー ベ レ ッ ト

イ ン セ ン ス

雑 貨 事 業 合 計

複 合 店（※2）

全 社 合 計

9

0

0

9

0

9

2

0

0

2

1

10

11

△4

0

7

0

0

112

2

15

129

5

409

（単位:店舗）

（※2）複合店とは、アパレル事業、雑貨事業のブランドを複数合わせた店舗です。

（※1）前期より「木糸土・ハレノヒ」をアパレル事業に含んでおります。

雑貨事業ブランド別の状況

出 店 退 店 ブランド転換 当第2四半期末店舗数

遊び心を程よく取り入れ
た自分らしいファッション
を、楽しくセレクトできる
ショップです。
エレガンス・クール・カジュ
アルまで幅広い客層へ向
けた最新トレンドと、着ま
わしのきくベーシックアイ
テムをお手頃プライスで
提案します。

ルディックパーク

いつまでもかわいく輝い
ていたい女性に向けて、
毎日のHAPPYを演出し
ます。
エレガンスをベースに程
よくトレンドを織り交ぜな
がらON&OFFあらゆる
シーンも自分らしく楽しめ
る上品で女性らしいファッ
ションを提案します。

リルデシュシュ

大人の心と少女の心を持
ち合わせたいくつになっ
てもかわいくオシャレでい
たい女性に向けて… 
かわいいだけでなく、どこ
かボーイッシュ、ほんのり
ガーリーと、遊び心を取り
入れた今欲しいリアルク
ローズを手頃なプライス
で提案します。

デイジーメリー

《Re-J》「デイリー＆リラックス」
をテーマに、ベーシックアイテム
とシーズントレンドを程よくMIX
した“大人カジュアル”を提案す
るラージサイズSHOPです。

《SUPURE》「フェミニン＆カ
ジュアル」をテーマに、上品さと
着心地を大切にしたラージサイ
ズSHOPです。

「日常に彩り」をテーマに、３
００円のプチプライスでライ
フスタイルを提案します。

イルーシーサンマルマル

「MY BAGを探す楽しさや、
見つけた時の喜びを共有で
きるBAG SHOP」。
自分のスタイルを確立した
大人の男女に、「オンリーワ
ン」のバッグを提案します。

インセンス

普段も特別な日も可愛くい
たい。扉を開くたびに”とき
めきを感じる”お洋服で、ク
ローゼットをいっぱいにした
い。そんな、あなたの願いに
寄り添えるように"愛らしくて
愛嬌のある魅力的な女の子"
をテーマに、お砂糖菓子みた
いな甘さと、ちょっぴりダーク
でかわいらしさのあるお洋服
をあなたに提案します。

ノエミー
リジェイ スプル

General Condition of Miscellaneous Goods Business

　雑貨事業におきましては、300円均一ショップ「illusie300（イ
ルーシーサンマルマル）」の出店が進行しており、前期末の94店舗
から112店舗へ増加しております。コロナ禍における収益も安定し
ており、基幹事業へと成長を遂げております。
　当第2四半期累計期間においては、「illusie300」を9店舗出店、
アパレル店舗から「illusie300」への業態変更を11店舗実施して
おり、店舗数、売上高ともに拡大しております。この下半期におきま
しても、商品MD（マーチャンダイジング）のブラッシュアップにより
既存店舗の底上げに努め、競合他社との差別化と業界でのシェア
拡大を図ってまいります。

　アパレル事業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響
を受け新規出店を抑制するとともに、不採算店舗の退店を進める
ほか、店舗毎の品揃え対応強化に努めてまいりました。
　今期はニューノーマル対応に向け商品MD（マーチャンダイジン
グ）の抜本的な改革を推進し、幅広い客層に向け、リラックス感があ
り程よくトレンドを取り入れた、お値打ち感のあるプチプライス商品
を品揃えしてまいります。また、EC事業（ネット通販）におきましては、
新たな客層を取り込むことを目的とした新規ブランド「NOEMIE
（ノエミー）」の販売強化にも努め、アパレル全体の収益安定化に努
めてまいります。
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General Condition of Apparel Business

出 店

（単位:店舗）

退 店 ブランド転換

レ ギ ュ ラ ー 店 舗

　

ラ ー ジ サ イ ズ 店 舗

ア パ レ ル 事 業 合 計

ルディックパーク、９スクエア

リ ル デ シ ュ シ ュ

デ イ ジ ー メ リ ー

リ シ ェ リ エ 、ド ス チ

木糸土・ハレノヒ (※1)

ギャルフィット・スズタン他

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6

0

0

0

0

0

6

1

7

△6

0

0

0

0

0

△6

△1

△7

243

44

8

4

38

16

133

32

275

当第2四半期末店舗数

アパレル事業ブランド別の状況

《木糸土》木・糸・土の素材を活
かし、「無理なく、無駄なく」をコ
ンセプトに、シンプルで飽きの
こない生活雑貨を提案します。

《Hare no hi》「ナチュラルライ
フ」をテーマに、アパレル、雑貨
をトータルにコーディネイト。ラ
イフスタイルを提案します。

モクシド ハレノヒ

「エレガンシー&フェミニン」
をテーマに、幅広い客層へ最
新トレンドと着まわしのきく
ベーシックアイテムを提案し
ます。

スズタン

「フェミニン&クール」をテーマ
に、リラックス感のあるカジュ
アルスタイルとエッジの効いた
モードスタイルを提案します。

ギャルフィット

「フェミニン」をキーワードに、
ベーシックでリラックス感のあ
る大人のカジュアルスタイルを
提案します。

リシェリエ
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売上高 （百万円）

第２四半期累計 通期

営業利益（損失）（百万円）

第２四半期累計 通期

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益（損失）（百万円）

第２四半期累計 通期

2018年
2月期

2019年
2月期

2020年
2月期

23,262

2021年
2月期

2022年
2月期

23,268

18,400

24,084

18,257 （予想）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

12,051 11,808

8,371 8,597

12,506

2018年
2月期

2019年
2月期

2020年
2月期

（予想）

741

2021年
2月期

700

△1，325

50

2022年
2月期

634

△1,500

△1,000

△500

0

500

1,000

△771

△311 （予想）

2018年
2月期

2019年
2月期

2020年
2月期

2021年
2月期

2022年
2月期

949

553 532

△2,000

△1,500

△1,000

△500

0

500

1,000

1,500

△953
△506

△1，880

850
527

350

△350

Corporate Data

667 576 504

5

4

3

当第２四半期連結累計期間
2021年２月21日から
2021年８月20日まで

前第２四半期連結累計期間
2020年２月21日から
2020年８月20日まで

△848

140

131

△576

2,135

1,559

△1,820

△43

1,563

△300

2,244

1,943

営 業 活 動 に よ る キャッシュ・フ ロ ー

投 資 活 動 に よ る キャッシュ・フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る キャッシュ・フ ロ ー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高

現金及び現金同等物の四半期末残高

前連結会計年度
2020年２月21日から
2021年２月20日まで

当第２四半期連結累計期間
2021年２月21日から
2021年８月20日まで

18,257

8,863

9,394

10,719

△1,325

27

23

△1,321

346

832

△1,807

18

54

△1,880

前第２四半期連結累計期間
2020年２月21日から
2020年８月20日まで

8,371

4,001

4,370

5,141

△771

15

10

△766

168

294

△891

11

50

△953

前連結会計年度
（2021年２月20日現在）

当第２四半期連結会計期間末
（2021年８月20日現在）

4,825
4,658
1,298

100
3,258
9,483

5,463
2,716
8,180

1,270
100

1,981
△786

△25
33

1,303
9,483

前第２四半期連結会計期間末
（2020年８月20日現在）

5,875
5,625
1,482

132
4,009

11,500

6,372
2,374
8,746

2,723
100

1,979
647
△3
30

2,753
11,500

5,070
4,921
1,319

116
3,485
9,992

5,514
2,669
8,184

1,769
100

1,979
△280

△29
38

1,808
9,992

5

社 名

設 立

資 本 金

本 社 所 在 地

従 業 員 数

事 業 内 容

ホー ム ペ ージ

パレモ・ホールディングス株式会社

1984年11月22日

１億円

〒４５０－０００２

愛知県名古屋市中村区名駅五丁目２７番１３号

名駅錦橋ビル６F

2,135名（グループ含む）
（ナショナル社員１60名、エリア社員他1,975名）

事業子会社の経営管理等

http://www.palemo.co.jp/

株式会社西松屋チェーン

個人株主A

日本証券金融株式会社

株式会社SBI証券

auカブコム証券株式会社

トラストワークスプランニング株式会社

パレモ従業員持株会

サンラリー株式会社

個人株主B

個人株主C

株              主            　名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 の 総 数
単 元 株 式 数
株　　 主　　 数

２７，３６０，０００株

１２，０５１，３８４株

１００株

１１，１２６名

会社概要（２０21年8月２0日現在）

役員（２０21年8月20日現在）

株式情報（２０21年8月２0日現在）

大株主（２０21年8月２0日現在）

注：取締役のうち、永田 昭夫、赤塚 憲昭の両氏は社外取締役であります。
　  監査役のうち、今枝 剛、川口 直也の両氏は社外監査役であります。

注：持株比率は、当第2四半期会計期間の末日における発行済株式（自己株式を除く。）
　  の総数に対する割合であります。

97.7%

個人株主その他

証券会社・金融機関

その他国内法人

外国法人・個人

合計

株主数構成比

個人株主その他

証券会社・金融機関

その他国内法人

外国法人・個人

合計

株式数構成比

97.7%

0.2%

1.7%

0.4%

100.0%

10,866名

30名

186名

44名

11,126名

60.1%

14.3%

22.7%

2.9%

100.0%

7,239,426株

1,725,828株

2,734,133株

351,997株

12,051,384株

株式数 構成比

株主数 構成比

株主構成（2021年8月20日現在）

0.2%
1.7% 0.4%

1

2

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

流 動 負 債
固 定 負 債
負 債 合 計

株 主 資 本

新 株 予 約 権

純 資 産 合 計
負債及び純資産合計

■資産の部

■負債の部

■純資産の部

四半期連結貸借対照表 （単位：百万円） 四半期連結損益計算書 （単位：百万円）

売上高

売上原価

　売上総利益

販売費及び一般管理費

　営業損失（△）

営業外収益

営業外費用

　経常損失（△）

特別利益

特別損失

　法人税、住民税及び事業税

　法人税等調整額

　

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）
1

2

5

4

3

2,087

571

527

512

351

285

206

120

120

110

17.49

4.78

4.42

4.29

2.94

2.39

1.73

1.01

1.00

0.92

注：2018年2月期第２四半期までは、㈱パレモの数値を記載しております。

2.9%

60.1%

14.3%

22.7%

売上高は前年同期に比べ2億25百万円増加の85億97百万円となりました。これは主
に、既存店売上高前年同期比が110.0%と堅調に推移したことに加え、雑貨事業の新規
出店を進めたことにより、業績の拡大が図られたことによるものです。
営業利益は前年同期に比べ4億59百万円増加の3億11百万円の損失となりました。これ
は主に、アパレル事業の売上高減少と、それに伴う滞留在庫の処分によるものです。
営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ９億７１百万円増加の8億48百万円
の支出となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失4億15百万円や、たな卸資
産の増加3億63百万円などの計上によるものです。
投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ１億８３百万円増加の1億40百万円
の収入となりました。これは主に、差入保証金2億82百万円の回収による収入によるもの
です。
財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ14億31百万円減少の1億31百万
円の収入となりました。これは主に、長期借入金3億62百万円の返済によるものです。

6

有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
投資その他の資産

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式

8,597

3,977

4,619

4,930

△311

6

12

△317

14

112

△415

11

78

△506

Financial Statements

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純損失（△）

税金等調整前四半期（当期）
純損失（△）

代表取締役社長

取締役

取締役

取締役

取締役

常勤監査役

監査役

監査役

吉 　 田 　 　 　 馨

香 西 雅 弘

福 　 井 　 正 　 弘

永 　 田 　 昭 　 夫

赤 　 塚 　 憲 　 昭

土 　 田 　 新 一 郎

今 　 枝 　 　 　 剛

川 　 口 　 直 　 也
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